
整形外科学教室 2024 年度業績 

講 演 

A. 講演 
1. 高橋雅人：モニタリング脊椎脊髄病研修コース 運動系・感覚系モニタリング各論．一般社

団法人日本脊椎脊髄病学会第 22 回脊椎脊髄病研修コース．横浜市．2024 年 4 月 20 日． 

2. 竹内拓海：脊椎疾患について‐術後管理を中心に‐．杏林大学病棟看護師勉強会．三鷹市．
2024 年 5 月 9 日． 

3. 稲田成作：フレイルに早く気づき正しく介入するために．第 10 回杏林医学会市⺠公開フォー
ラム．三鷹市．2024 年 5 月 18 日． 

4. Hosogane N: Surgical strategy for adult spinal deformity. Ethnic difference of surgical 
treatment for adult spinal deformity. 97th Annual Meeting of JOA. Invited Lecture. Fukuoka. 
May 24th, 2024. 

5. 細金直文：成人脊柱変形の治療戦略‐骨粗鬆症椎体骨折も含めて‐．第 26 回関⻄脊椎グルー
プ研究会．守口市．2024 年 6 月 1 日． 

6. 高橋雅人：ハイリスク脊椎脊髄手術における脊髄モニタリング．知っておきたい、整形外科
疾患の最新の話題 Web Seminar．武蔵野市・オンライン．2024 年 6 月 12 日． 

7. 竹内拓海：当院における骨粗鬆症治療戦略‐DEPS 法の基礎から応用‐．帝人ヘルスケア社内
講演会．三鷹市．2024 年 6 月 13 日． 

8. 細金直文：脊椎外傷と医学的基礎知識．後遺障害担当者 2 年目第 1 次研修医学講演会．東京．
2024 年 6 月 14 日 

9. 竹内拓海：胸髄腫瘍摘出後早期に後弯を生じた一例．Asahi Spine Forum．東京．2024 年 6
月 20 日． 

10. 細金直文：脊椎難治性疾患（脊柱変形・骨粗鬆症性椎体骨折）に対する当院の取り組み. Meet 
the Specialist. 立川市.2024 年 7 月 2 日 

11. 稲田成作：当院における骨粗鬆症治療戦略．帝人ヘルスケア社内研修会．三鷹市．2024 年 7
月 18 日． 

12. 稲田成作：骨形成促進薬の相違点．TEIJIN 山梨骨・関節セミナー．中巨摩郡．2024 年 7 月
25 日． 

13. 佐藤⾏紀：変形性膝関節症を防ぐ診断と治療〜半月板・人体損傷を中心に〜．ジクトルテー
プ 75mg 発売 3 周年記念講演会 in 三鷹．調布市．2024 年 8 月 1 日． 



14. 森井健司：骨軟部腫瘍をめぐる冒険‐患者さんとともに、患者さんのために‐．弘前大学夏
の研修会（第 33 回）．弘前市．2024 年 8 月 2 日． 

15. 高橋雅人：モニタリング電位の起源．日本臨床神経生理学会第 11 回術中脳脊髄モニタリング
セミナー．枚方市，守口市．2024 年 8 月 18 日． 

16. 竹内拓海：Saccura PPS を用いた DISH に対する DEPS 法‐基礎研究による検証‐．Saccura 
Summer Seminar セミナー．東京．2024 年 8 月 24 日． 

17. 細金直文：成人脊柱変形の治療戦略．第 4 回 Johoku Spine Surgery update Seminar．東京．
2024 年 9 月 4 日． 

18. 竹内拓海：神経障害性疼痛を来す腰椎疾患．第一三共社内講演会．三鷹市．2024 年 9 月 26
日． 

19. 森井健司：がん治療医が実践する緩和ケアと疼痛がん治療．がん治療に携わるあなたへ〜緩
和ケアと疼痛治療のすゝめ〜．オンライン．2024 年 10 月 1 日． 

20. 山岸賢一郎：始める、続ける骨粗鬆症治療〜⼆次性骨折予防管理料の算定と骨粗鬆症治療連
携〜．東大和市医師会学術講演会．東大和市．2024 年 10 月 4 日． 

21. 高橋雅人：医療安全管理．令和 6 年度第 2 回リスクマネージメント講習会．三鷹市．2024 年
10 月 9 日． 

22. 竹内拓海：骨粗鬆症性椎体骨折の治療戦略‐SEPS/DEPS 法はどこまで有用か？‐．第 31 回
日本脊椎脊髄神経手術手技学会学術集会．宇都宮市．2024 年 10 月 12 日． 

23. 竹内拓海：高齢者への脊椎固定術の工夫‐合併症を減らすために‐．第 59 回脊髄障害医学会 
ランチョンセミナー．名護市．2024 年 11 月 8 日． 

24. 細金直文：腰椎変性疾患の治療 薬物治療から手術治療まで．慢性疼痛診療 Web 講演会．オ
ンライン．2024 年 11 月 21 日． 

25. 森井健司：高齢者の骨軟部腫瘍‐日々の診療から学んだこと-．第 17 回金沢骨軟部腫瘍セミ
ナー．金沢市．2024 年 11 月 30 日． 

26. 細金直文：側弯・腰曲がりと神経障害性疼痛の診断と治療．北多摩南部医療圏 整形外科疾
患 web セミナー〜健康寿命の延伸と QOL 向上を目指して〜．オンライン．2024 年 12 月 10
日． 

27. 細金直文：成人脊柱変形の治療戦略．第 57 回日本臨床整形外科学会関東ブロック研修会．東
京．2025 年 1 月 25 日． 

28. 竹内拓海：Double Endplates Penetrating Screw (DEPS)法の knacks and pitfalls. Stryker 社
内セミナー．東京．2025 年 2 月 8 日． 

29. 坂倉健吾：当院整形外科学教室における各班の診療体制に関して．第 12 回多摩地域の整形外
科疾患を考える会．三鷹市．2025 年 2 月 19 日． 



30. 佐藤⾏紀：当院での人工膝関節置換術．第 12 回多摩地域の整形外科疾患を考える会．三鷹市．
2025 年 2 月 19 日． 

31. 細金直文：脊椎由来の神経障害性疼痛‐診断から治療までの実践ガイド‐．⻄多摩整形外科
医会講演会．立川市・オンライン．2025 年 2 月 27 日． 

32. 細金直文：腰椎疾患の診断・治療．第一三共社内講演会．三鷹市．2025 年 3 月 26 日． 

B. 国際学会 
1. Osman WS, Özden VE, Younis AS, Abdel A, Sener N, Morii T, Pator JM, Martson A, Mathis 

K: What percentage of patients are dissatisfied post-primary total hip and total knee 
arthroplasty? World Expert in Joint Arthroplasty. Istanbul. Republic of Türkiye. August. 28th. 
2024. 

2. Morii T, Ogura K, Sato K, Kawai A. Incidence and risk of surgical site 
infection/periprosthetic joint infection in tumor endoprosthesis—data from the nationwide 
bone tumor registry in Japan. 22nd International Society of Limb Salvage General Meeting 
2024. Brisbane, Australia. October. 7th. 2024. 

3. Morii T, Ogura K, Sato K, Kawai A. A survey research on the prevention/treatment strategy 
for surgical site infection/periprosthetic joint infection in megaprosthesis among 
orthopedic oncology specialists in Japan. 22nd International Society of Limb Salvage 
General Meeting 2024. Brisbane, Australia. October. 7th. 2024. 

4. Hirozane T, Yamada T, Tajima T, Morii T, Hosogane N: IMMUNOHISTOCHEMICAL 
ANALYSIS OF NUCLEAR β-CATENIN IN BONE AND SOFT TISSUE TUMOR 
MICROARRAYS. Connective Tissue Oncology Society (CTOS). USA. November 13 th -16th . 
2024. 

C. 国内学会 
1. 高橋雅人，後迫宏紀，和田簡一郎，舩場真裕，田所伸朗，中⻄一義，重松英樹，岩崎博，谷

口愼一郎，安藤宗治，川端茂徳，今釜史郎，松山幸弘，吉田剛，竹下克志：脊髄モニタリン
グ偽陰性の特徴と要因‐JSSR 脊髄モニタリング委員会 9,572 例の解析‐．第 53 回日本脊椎
脊髄病学会学術集会．横浜市．2024 年 4 月 18 日． 

2. 竹内拓海，諸井威彦，⼩⻄一⻫，佐野秀仁，高橋雅人，高⾒澤悠平，河野仁，宮本梓，細金
直文：成人脊柱変形術後ロッド折損へのクロスリンクの影響．第 53 回日本脊椎脊髄病学会学
術集会．横浜市．2024 年 4 月 18 日． 

3. 諸井威彦，佐野秀仁，⼩⻄一⻫，五十嵐一峰，大木紫，市村正一，細金直文：タブレット PC
を用いた頚髄症に対する新たな上肢運動機能評価．第 53 回日本脊椎脊髄病学会学術集会．横
浜市．2024 年 4 月 18 日． 



4. 竹内拓海，諸井威彦，⼩⻄一⻫，佐野秀仁，高橋雅人，高⾒澤悠平，河野仁，宮本梓，細金
直文：成人脊柱変形術後患者の初回歩⾏開始時期に対するフレイルの影響．第 53 回日本脊椎
脊髄病学会学術集会．横浜市．2024 年 4 月 19 日． 

5. 竹内拓海，諸井威彦，⼩⻄一⻫，佐野秀仁，高橋雅人，高⾒澤悠平，河野仁，細金直文：有
限要素法を用いた Double endplates penetrating screw(DEPS)法の理想的な軌道の検証．第
53 回日本脊椎脊髄病学会学術集会．横浜市．2024 年 4 月 19 日． 

6. ⼩⻄一⻫，竹内拓海，諸井威彦，佐野秀仁，高橋雅人，細金直文：癌予後予測因子は脊椎イ
ンストゥルメンテーション手術における手術部位感染の予測に有用か？．第 53 回日本脊椎脊
髄病学会学術集会．横浜市．2024 年 4 月 19 日． 

7. 川野洋介，山岸賢一郎，細金直文：骨粗鬆症性椎体骨折に対する BKP 施⾏後の⻑期成績．第
53 回日本脊椎脊髄病学会学術集会．横浜市．2024 年 4 月 19 日． 

8. ⻑谷川淳，佐野秀仁，陣内快史，川野洋介，諸井威彦，辻将明，⼩⻄一⻫，佐藤俊輔，竹内
拓海，五十嵐一峰，高橋雅人，⻑谷川雅一，山岸賢一郎，佐々木茂，市村正一，細金直文：
90 歳以上の超高齢者の骨粗鬆症性椎体骨折に対する BKP．第 53 回日本脊椎脊髄病学会学術
集会．横浜市．2024 年 4 月 19 日． 

9. 山岸賢一郎，川野洋介：骨粗鬆症性椎体骨折に対して，経椎弓根的にリン酸カルシウムペー
ストを椎体・椎体間充填した前方支柱再建の有用性．第 53 回日本脊椎脊髄病学会学術集会．
横浜市．2024 年 4 月 19 日． 

10. 有馬秀幸，相澤俊峰，池上章太，石井賢，井上玄，今釜史郎，上田明希，大鳥精司，新村千
絵，中川幸洋，中島宏彰，藤田順之，藤田卓仙，細金直文，八木満，山田浩司，吉井俊貴，
渡邊慶，種市洋，筑田博隆，中村雅也，松山幸弘，波呂浩孝，金村徳相：JSSR-DB 年次報告 
脊椎脊髄手術の疫学調査（2022 年度）．第 53 回日本脊椎脊髄病学会学術集会．横浜市．2024
年 4 月 19 日． 

11. 井上玄，村上栄一，⿊澤大輔，⼩谷善久，⼆階堂琢也，若尾典充，細金直文，金村徳相：仙
腸関節固定デバイス適正使用基準から⾒た仙腸関節障害の病態・診断・治療．第 53 回日本脊
椎脊髄病学会学術集会．横浜市．2024 年 4 月 19 日． 

12. 吉井俊貴，石井賢，三原久範，國府田正雄，岩崎幹希，根尾昌志，細金直文，金村徳相：人
工椎間板置換術 2 椎間使用の市販後調査．第 53 回日本脊椎脊髄病学会学術集会．横浜市．2024
年 4 月 19 日． 

13. 有馬秀幸，相澤俊峰，池上章太，石井賢，井上玄，今釜史郎，上田明希，大鳥精司，新村千
絵，中川幸洋，中島宏彰，藤田順之，藤田卓仙，細金直文，八木満，山田浩司，吉井俊貴，
渡邊慶，種市洋，筑田博隆，中村雅也，松山幸弘，波呂浩孝，金村徳相：日本脊椎脊髄病学
会データベース（JSSR-DB）の現状と将来への展望．第 53 回日本脊椎脊髄病学会学術集会．
横浜市．2024 年 4 月 19 日． 

14. 橋本淳，川端茂徳，吉田剛，後迫宏紀，安藤宗治，和田簡一郎，重松英樹，岩崎博，高橋雅
人，田所伸朗，中⻄一義，今釜史郎，松山幸弘，吉井俊貴，竹下克志：頸椎後縦靭帯骨化症



手術における自発筋電図の発生率と発生タイミングの調査‐前向き多施設研究‐．第 53 回日
本脊椎脊髄病学会学術集会．横浜市．2024 年 4 月 19 日． 

15. 吉田剛，後迫宏紀，今釜史郎，中島宏彰，川端茂徳，安藤宗治，谷口慎一郎，重松英樹，山
田圭，岩崎博，和田簡一郎，高橋雅人，舩場真裕，田所伸朗，⿊須健太，松山幸弘：後縦靭
帯骨化症に対する術中脊髄モニタリング成績の経年的変化‐JSSR 脊椎モニタリング委員会多
施設前向き研究‐．第 53 回日本脊椎脊髄病学会学術集会．横浜市．2024 年 4 月 19 日． 

16. 渡邊隼人，佐藤⾏紀，細金直文：内側開大式脛骨粗面下骨切り術と内側開大式高位脛骨骨切
り術における膝蓋大腿関節の検討．第 3 回日本 Knee Osteotomy and Joint Preservation 研究
会．高松市．2024 年 4 月 19 日． 

17. 森井健司，田島崇，弘實透，細金直文，近江圭祐：AYA 世代肉腫患者の診断告知時における
緩和的介入目標の抽出‐つらさの質問票による解析．第 6 回 AYA がんの医療と支援のあり方
研究会学術集会．東京．2024 年 5 月 11 日． 

18. ⼩⻄一⻫，佐野秀仁，諸井威彦，竹内拓海，高橋雅人，細金直文：癌予後予測因子である栄
養・免疫・炎症マーカーは脊椎インストゥルメンテーション手術における手術部位感染の予
測に有用か．第 97 回日本整形外科学会学術総会．福岡市．2024 年 5 月 23 日． 

19. 弘實透，山田哲司，田島崇，森井健司，細金直文：組織マイクロアレイを用いた骨・軟部腫
瘍における Wnt シグナル活性の評価．第 97 回日本整形外科学会学術総会．福岡市．2024 年
5 月 23 日． 

20. 出村諭，渡辺慶，⼩谷俊明，松村昭，大和雄，有馬秀幸，竹内拓海，高橋真治，谷口優樹，
土肥透，関庄⼆，朝田智之，大場悠己，菅原亮，竹下克志，上田明希，鈴木悟士，細金直文：
脊柱変形治療の現状と未来展望‐⼩児脊柱変形に対する装具治療の現状と未来 日本側彎症
学会レジストリー・アウトカム委員会からの報告．第 97 回日本整形外科学会学術総会．福岡
市．2024 年 5 月 24 日． 

21. 森井健司，田島崇，弘實透，⼩⻄一⻫，細金直文：感染の診断に難渋した骨・軟部腫瘍手術
部位感染．第 97 回日本整形外科学会学術総会．福岡市．2024 年 5 月 25 日． 

22. 森井健司，佐藤健⼆，⼩倉浩一，細金直文，川井章：下肢悪性骨・軟部腫瘍手術における感
染の下肢機能への影響‐全国骨・軟部腫瘍登録を用いた傾向スコアマッチング‐．第 97 回日
本整形外科学会学術総会．福岡市．2024 年 5 月 25 日． 

23. 菅原亮，出村諭，⼩谷俊明，朝田智之，松村昭，渡辺慶，高橋真治，大和雄，関庄⼆，細金
直文：思春期特発性側彎症に対する装具治療の心理・QOL 評価．第 97 回日本整形外科学会学
術総会．福岡市．2024 年 5 月 25 日． 

24. 川野洋介，⼩⻄一⻫，久木元光，諸井威彦，竹内拓海，高橋雅人，日⽐谷孝志，駒形嘉紀，
細金直文：SLE の治療中に生じた頚椎腫瘍の一例．第 73 回多摩リウマチ研究会．武蔵野市．
2024 年 6 月 22 日． 

25. 竹内拓海，諸井威彦，⼩⻄一⻫，佐野秀仁，高橋雅人，高⾒澤悠平，河野仁，細金直文：有
限要素法を用いた Double endplates penetrating screw （DEPS）法の理想的な軌道の検証



‐Short DEPS (S-DEPS)の有用性‐．第 14 回最⼩侵襲脊椎治療学会．倉敷市．2024 年 6 月
28 日． 

26. 竹内拓海，山岸賢一郎，諸井威彦，⼩⻄一⻫，佐野秀仁，高橋雅人，高⾒澤悠平，河野仁，
細金直文：有限要素法を用いた Groove entry technique - Double endplates penetrating 
screw （GET-DEPS）法の固定力の検証．第 14 回最⼩侵襲脊椎治療学会．倉敷市．2024 年
6 月 28 日． 

27. 井上玄，村上栄一，⿊澤大輔，⼩谷善久，⼆階堂琢也，若尾典充，細金直文，金村徳相：本
邦における SIJ 適正使用基準の確立と今後の展望‐仙腸関節固定デバイスの安全な普及のた
めに．第 14 回最⼩侵襲脊椎治療学会．倉敷市．2024 年 6 月 29 日． 

28. 道廣岳，稲田成作，阿部幹，渡邉知宏，⻄野雅人，佐藤俊輔，鈴木啓司，大畑徹也，丸野秀
人，⻑谷川雅一，細金直文：大腿骨転子部骨折手術治療時のラグスクリュー挿入トルクは術
後早期の歩⾏能力に影響する．第 50 回日本骨折治療学会．仙台市．2024 年 6 月 28 日． 

29. 大畑徹也，丸野秀人，稲田成作，⼩谷明弘，市村正一，細金直文：後屈 15 度以上転位した
大腿骨頸部骨折に対する観血的整復術と人工骨頭置換術における機能予後の⽐較．第 50 回日
本骨折治療学会．仙台市．2024 年 6 月 28 日． 

30. 根田知明，稲田成作，⻑慎太郎，松隈卓徳，安部学，細金直文：高齢者の橈骨遠位端開放粉
砕骨折に対して distraction plate を使用した 1 症例．第 50 回日本骨折治療学会．仙台市．
2024 年 6 月 28 日． 

31. 稲田成作，大畑徹也，⻄野雅人，加藤聡一郎，細金直文，山口芳裕：L5 横突起骨折の存在は
大量輸血を必要とする不安定型骨盤輪骨折患者の予測に有用か．第 50 回日本骨折治療学会．
仙台市．2024 年 6 月 29 日． 

32. ⻄野雅人，稲田成作，道廣岳，大畑徹也，丸野秀人，細金直文：大腿骨近位部骨折患者に対
するロモソズマブとビスホスホネート製剤の治療成績⽐較．第 50 回日本骨折治療学会．仙台
市．2024 年 6 月 29 日． 

33. 渡邉知宏，⻄野雅人，稲田成作，細金直文：外弯変形を有する非定型大腿骨骨折に対する髄
内釘挿入の工夫．第 50 回日本骨折治療学会．仙台市．2024 年 6 月 29 日． 

34. 宇髙徹，田島崇，森井健司，⼩菅みず穂，大塚弘毅，細金直文：肺腺癌骨転移に対する凍結
療法および凍結化学療法の検討．第 57 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会．福井市．
2024 年 7 月 11 日． 

35. 森井健司，佐藤健⼆，⼩倉浩一，川井章：腫瘍型人工関節の感染対策‐骨・軟部腫瘍専門医
に対する実態調査からみた課題‐．第 57 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会．福井市．
2024 年 7 月 12 日． 

36. 弘實透，田島崇，⼩⻄一⻫，森井健司，細金直文： 乳がん骨転移患者に対する多職種集学
的介入の有効性の検討．第 57 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会．福井市．2024 年 7
月 12 日． 



37. 田島崇，森井健司，弘實透，細金直文：骨・軟部腫瘍初期診療における可溶性 IL-2 レセプタ
ー値の臨床的意義．第 57 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会．福井市．2024 年 7 月
12 日． 

38. 田島崇，森井健司，弘實透，稲田成作，細金直文：悪性骨軟部腫瘍手術後晩期感染に対する
CLAP (Continuous Local Antibiotics Perfusion)の使用経験．第 47 回日本骨・関節感染症学
会．出雲市．2024 年 7 月 27 日． 

39. ⼩⻄一⻫，竹内拓海，川野洋介，諸井威彦，佐野秀仁，高橋雅人，細金直文：癌予後予測因
子である栄養・免疫・炎症マーカーは脊椎インストゥルメンテーション手術における手術部
位感染の予測に有用か？．第 47 回日本骨・関節感染症学会．出雲市．2024 年 7 月 27 日． 

40. 川野洋介，渡邉泰伸，諸井威彦，⼩⻄一⻫，竹内拓海，佐野秀仁，高橋雅人，河野仁，⻑谷
川雅一，谷⼾祥之，細金直文：除圧術追加による腰椎後方椎体間固定術(PLIF)後の上位隣接椎
間障害への影響‐傾向スコアマッチング法を用いた検討‐．第 12 回 JASA．金沢市．2024 年
8 月 4 日． 

41. 竹内拓海，諸井威彦，川野洋介，⼩⻄一⻫，高橋雅人，細金直文：脊柱変形を伴った腰部脊
柱管狭窄症の手術加療‐私はまずは除圧派です‐．第 33 回日本脊椎インストゥルメンテーシ
ョン学会．札幌市．2024 年 9 月 20 日． 

42. 竹内拓海，諸井威彦，川野洋介，⼩⻄一⻫，高橋雅人，高⾒澤悠平，河野仁，細金直文：成
人脊柱変形術後ロッド折損へのクロスリンクの影響‐クロスリンクはロッド折損リスクとな
るか？‐．第 33 回日本脊椎インストゥルメンテーション学会．札幌市．2024 年 9 月 21 日． 

43. 竹内拓海，高⾒澤悠平，陣内快史，川野洋介，諸井威彦，⼩⻄一⻫，高橋雅人，⻑瀬美樹，
細金直文：解剖体脊椎を用いた SEPS/DEPS 法と従来法の固定強度の⽐較‐DEPS 法に最適
なスクリュー形状は？‐．第 33 回日本脊椎インストゥルメンテーション学会．札幌市．2024
年 9 月 21 日． 

44. 鵜狩育⺒，佐藤⾏紀，渡邊隼人，細金直文：大腿骨骨幹部骨折変形治癒後外傷性膝関節症に
対し膝周囲骨切り術を施⾏した 5 症例．第 73 回東日本整形災害外科学会，箱根町，2024 年 9
月 28 日． 

45. 安部一平，井上功三朗，森脇孝博，⼩寺正純，細金直文：Tapered wedge stem を用いた初回
THA での cortical hypertrophy に関する検討．第 73 回東日本整形災害外科学会，箱根町，2024
年 9 月 28 日． 

46. 橘安津子，河野仁，中道清広，渡邉泰伸，片岡嗣和，宮本梓，竹内拓海，細金直文：脊椎後
方固定術後の近位隣接椎間障害予防の工夫‐有限要素法を用いた肋骨フックの有用性の検証
‐．第 31 回日本脊椎脊髄神経手術手技学会学術集会．宇都宮市．2024 年 10 月 11 日． 

47. 竹内拓海，高⾒澤悠平，陣内快史，川野洋介，諸井威彦，⼩⻄一⻫，高橋雅人，⻑瀬美樹，
細金直文：解剖体脊椎を用いた SEPS/DEPS 法と従来法の固定強度の⽐較‐最適なスクリュ
ー形状の検討‐．第 31 回日本脊椎脊髄神経手術手技学会学術集会．宇都宮市．2024 年 10 月
11 日． 



48. 竹内拓海，諸井威彦，⼩⻄一⻫，佐野秀仁，高橋雅人，高⾒澤悠平，河野仁，細金直文：有
限要素法を用いた Double endplates penetrating screw （DEPS）法の理想的な軌道の検証
‐Straight and Short DEPS (S-DEPS)の有用性‐．第 31 回日本脊椎脊髄神経手術手技学会学
術集会．宇都宮市．2024 年 10 月 11 日． 

49. ⻑谷川淳，佐野秀仁，陣内快史，川野洋介，諸井威彦，辻将明，⼩⻄一⻫，佐藤俊輔，竹内
拓海，五十嵐一峰，高橋雅人，⻑谷川雅一，山岸賢一郎，佐々木茂，市村正一，細金直文：
90 歳以上の超高齢者の骨粗鬆症性椎体骨折に対する BKP．第 26 回日本骨粗鬆症学会．金沢
市．2024 年 10 月 11 日． 

50. 稲田成作，⻄野雅人，大畑徹也，山岸賢一郎，星亨，細金直文：2 型糖尿病患者における大動
脈弓石灰化と骨密度の関係．第 26 回日本骨粗鬆症学会．金沢市．2024 年 10 月 12 日． 

51. 川野洋介，山岸賢一郎，細金直文：骨粗鬆症性椎体骨折に対する BKP 施⾏後の⻑期成績．第
26 回日本骨粗鬆症学会．金沢市．2024 年 10 月 13 日． 

52. 佐藤俊輔，高橋雅人，⾥⾒和彦，大祢英昭，竹内拓海，⻑谷川淳，市村正一，細金直文：頚
椎腫瘍モデルによる頚髄麻痺の進⾏機序‐⾏動学的評価と 3DμX 線 CT，組織透明化標本に
よる神経解剖学的検証‐．第 39 回日本整形外科学会基礎学術集会，東京，2024 年 10 月 17
日． 

53. 竹内拓海，高⾒澤悠平，陣内快史，川野洋介，諸井威彦，⼩⻄一⻫，高橋雅人，⻑瀬美樹，
細金直文：解剖体脊椎を用いた SEPS/DEPS 法と従来法の固定強度の⽐較‐DEPS 法に最適
なスクリュー形状は？‐．第 39 回日本整形外科学会基礎学術集会，東京，2024 年 10 月 18
日． 

54. ⼩⻄一⻫，鈴木伸弥，中島剛，佐野秀仁，川野洋介，諸井威彦，竹内拓海，高橋雅人，大木
紫，細金直文：⼆重⾏動シミュレーション練習と経頭蓋磁気刺激の併用は皮質脊髄路興奮を
増大させる．第 39 回日本整形外科学会基礎学術集会，東京，2024 年 10 月 18 日． 

55. 高橋雅人，滝徳宗，⼩川潤，⾥⾒和彦，細金直文：脊髄モニタリング経頭蓋刺激運動誘発電
位の起源と賦活化される経路．第 39 回日本整形外科学会基礎学術集会，東京，2024 年 10 月
18 日． 

56. 橘安津子，河野仁，中道清広，渡邉泰伸，片岡嗣和，宮本梓，竹内拓海，細金直文：脊椎広
報固定術後の近位隣接椎間障害予防の工夫‐有限要素法を用いた肋骨フックの有用性の検証
‐．第 39 回日本整形外科学会基礎学術集会，東京，2024 年 10 月 18 日． 

57. 藤井肇，坂倉健吾，佐々木茂：腱板修復術後再断裂症例の臨床成績に関わる因子の検討．第
51 回日本肩関節学会．京都市．2024 年 10 月 25 日． 

58. 坂倉健吾，藤井肇，佐々木茂，細金直文：広範囲腱断裂に対する Triple row 法を用いた腱板
修復術の術後成績．第 51 回日本肩関節学会．京都市．2024 年 10 月 26 日． 

59. 竹内拓海，有馬秀幸，朝田智之，出村諭，土肥透，松村昭，大場悠己，管原亮，鈴木悟士，
高橋信治，上田明希，大和雄，渡邊慶，細金直文：JOANR/JSSR-DB を用いた 2022 年度の成



人脊柱変形手術合併症調査‐日本側彎症学会による報告‐．第 58 回日本側弯症学会学術集会．
福岡市．2024 年 11 月 2 日． 

60. 竹内拓海，高橋雅人，橘安津子，中道清広，渡邉泰伸，河野仁，細金直文：成人脊柱変形手
術における術後ロッド⻑に関する検討‐術後ロッド⻑は冠状面変形が強いほど短くなる‐．
第 58 回日本側弯症学会学術集会．福岡市．2024 年 11 月 2 日． 

61. ⼩谷俊明，朝田智之，渡邊慶，出村諭，松村昭，有馬秀幸，大和雄，竹内拓海，高橋真治，
土肥透，大場悠己，関庄⼆，菅原亮，鈴木悟士，上田明希，細金直文：思春期特発性側弯症
装具治療における装具由来の心理的ストレスとその装具コンプライアンスへの影響．第 58 回
日本側弯症学会学術集会．福岡市．2024 年 11 月 2 日． 

62. 菅原亮，出村諭，⼩谷俊明，朝田智之，松村昭，渡邊慶，有馬秀幸，大和雄，竹内拓海，高
橋真治，土肥透，大場悠己，関庄⼆，鈴木悟士，上田明希，細金直文：思春期特発性側弯症
の装具治療における温度ロガー使用効果の検証．第 58 回日本側弯症学会学術集会．福岡市．
2024 年 11 月 2 日． 

63. 大場悠己，渡邊慶，朝田智之，松村昭，菅原亮，高橋真治，上田明希，鈴木悟士，土肥透，
竹内拓海，有馬秀幸，大和雄，出村諭，細金直文：思春期特発性側弯症に対する側弯症特異
的運動療法の治療効果：系統的レビュー‐日本側彎症学会による報告‐．第 58 回日本側弯症
学会学術集会．福岡市．2024 年 11 月 2 日． 

64. 梶原仁⽃，川野洋介，⼩⻄一⻫，諸井威彦，竹内拓海，高橋雅人，細金直文：脊髄腫瘍摘出
術後に椎体骨折に伴う高度後弯変形を生じ治療に難渋した 1 例．第 53 回杏林医学会総会．三
鷹市．2024 年 11 月 17 日． 

65. 大島圭介，稲田成作，⻄野雅人，田島崇，森井健司，藤原正親，柴原純⼆，細金直文：CRP
が常に陰性であった慢性再発性多発性骨髄炎の 1 例．第 53 回杏林医学会総会．三鷹市．2024
年 11 月 17 日． 

66. 諸井威彦，竹内拓海，川野洋介，⼩⻄一⻫，高橋雅人，細金直文：骨脆弱性椎体骨折に対す
る DEPS 法およびセメント注入型スクリュー併用した脊椎後方固定術．第 47 回多摩脊椎・脊
髄カンファレンス．三鷹市．2024 年 12 月 5 日． 

67. 鈴木啓司，佐藤⾏紀：AKO を併用した鏡視下 MMPRT 修復術の治療成績 スーチャーアンカ
ー(2 本縫合糸付)法とプルアウト法の⽐較．第 2 回日本膝関節学会．宜野湾市．2024 年 12 月
6 日． 

68. 佐藤⾏紀，渡邊隼人，⼩谷明弘，細金直文：Mobile Bearing UKA 術後下肢 alignment および
関越面傾斜に関する因子の検討．第 2 回日本膝関節学会．宜野湾市．2024 年 12 月 7 日． 

69. 吉田剛，後迫宏紀，⿊須健太，今釜史郎，世木直喜，川端茂徳，安藤宗治，谷口愼一郎，重
松英樹，岩﨑博，和田簡一郎，高橋雅人，山本直也，舩場真裕，田所伸朗，山田圭，中⻄一
義，藤原靖，松山幸弘，竹下克志：脊髄腫瘍摘出手術における術中脊髄モニタリングの至適
アラームポイントモニタリング委員会多施設前向き研究．第 46 回日本脊髄機能診断学会．仙
台市．2025 年 2 月 1 日． 



70. 舩場真裕，寒竹司，吉田剛，後迫宏紀，川端茂徳，重松英樹，高谷恒徳，山田圭，和田簡一
郎，高橋雅人，世木直喜，安藤宗治，山本直也，岩﨑博，田所伸朗，藤原靖，中⻄一義，今
釜史郎，松山幸弘，竹下克志：JSSR 多施設前向きデータ 5,120 例からみた頚椎固定術 vs 除
圧術の⽐較‐麻痺発生率と MEP アラーム精度の検証‐．第 46 回日本脊髄機能診断学会．仙
台市．2025 年 2 月 1 日． 

71. 後迫宏紀，吉田剛，世木直喜，安藤宗治，岩﨑博，川端茂徳，山田圭，藤原靖，和田簡一郎，
高橋雅人，山本直也，田所伸朗，重松英樹，舩場真裕，安田明正，中⻄一義，関庄⼆，今釜
史郎，竹下克志，松山幸弘：腰椎手術における神経根障害予防を目的とした術中神経モニタ
リングの実施状況と今後の課題．第 46 回日本脊髄機能診断学会．仙台市．2025 年 2 月 1 日． 

72. 森井健司，岩田慎太郎，山家健作，岡本正則，安藤 厚生，田中太晶，⻄田淳：COVID-19 パ
ンデミック下の骨軟部腫瘍診療体制‐専門施設への全国調査‐．第 8 回日本サルコーマ治療
研究学会学術集会．札幌市．2025 年 2 月 21 日． 

73. 弘實透，柴山隆宏，田島崇，⻑島文夫，森井健司，細金直文：集学的治療が奏功した骨病変
を伴った血管肉腫の 1 例．第 8 回日本サルコーマ治療研究学会学術集会．札幌市．2025 年 2
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